
　僕は，子どもの生きづらさ，親たちの育てにく

さ，専門家の関わりにくさに関して，一緒に考え

て事態の変更を検討し続ける仕事をしています。

　ここ数年，僕が関わってきた子どもたちも相応

に育っていき，立派な高校生や社会人へと巣立っ

ていきました。そうした成長を見つづけ，関わり

合っていく中で気がついたのは，かれらは「発達」

をし続ける，ということでした。

　子どもたちの発達状況には，凸凹というか，強

いアンバランスさ，ズレがある，それは認めます。

しかし，そのズレは，周囲がそれを問題視するこ

とで初めて明らかになるのです。個々に約束され

た道筋を精一杯に，一緒に生きているなかで，ズ

レは相互に気づかれ，明確化されます。幼児期は

周囲の方が気づき，小学３年生前後から徐々に本

人もうまくいかないズレに「悩み」はじめます。

　家族は周囲と同じように生活を営めないこと

に，関係者は生活の技術を順調に獲得しにくいこ

とに，悩みます。本人は，なにかおかしいという

ことに悩みます。つまり，周囲はよりよい方向へ

近づかせようとしますが，本人は違いに戸惑い立

ちすくんでいます。本人が欲しいのは「こうして

みよう」という周囲からの助言だけではなく，ま

ずは「それで（きみで）良い」という肯定感なの

です。

　正しい行為を学ぶ前に，｢ボクは存在してよい」

という絶対的肯定感が必要です。いや，その前に

必要なことがあります。それは，ここは大丈夫だ

よという環境の安全性です。世界が危険に満ちた

場所ではないことを，僕たちは子どもたちに示し

続ける責任があります。

　最近よく関係者や保護者の方々から，｢この子

にどう関わればよいか」と尋ねられますが，その

まえに，その子はどう思い，なにを考えているの

か尋ねてみませんか，と答えるようにしています。

間違いのない関わりかたを準備したい，とわれわ

れが安心したい以上に，相手はもっと不安なはず

です。しかも僕たちと相手の思いには，おそらく

ズレがあるのです。本人に尋ね一緒に悩むことを

抜きに，関わりの対策は見つかりません。

　キミの言葉を聴きたい。関係はそこからです。
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